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15  宮本、 前掲書、 218 ～ 219 頁。 筆者はガヤーとイラーハーバードでのこの日の寺院の様子は確認できな

かった。 ガヤーのカーヤスタの家では、 借家人の子どもたちもあわせて、 ままごとを行っていた。 写真 7 の

祠の前にも映っている、 子どもたちによるラクシュミー女神の礼拝でも用いられた小さな調理器具を使いなが

ら、本物の火を使って煮炊きをした。 イラーハーバードでは、象や馬の形をした砂糖菓子がディーパーワリー

の供物として捧げられるが、 ここにもままごと的な要素がみられる。 結論を出すにはさらなる調査が必要だが、

これらは 「アンナクート」 との関連がありそうにもみえる。

16 Singh, Bārahon Mahīne ke Sampūrṇ Hinduon ke Vrat Tyauhār, p. 239.

17 宮本、 「バナーラス祭事記をとおして北インドの祝祭空間を解読する」、 219 頁。

18 Monier Monier-Williams, A Sanskrit-English Dictionary (Oxford: Oxford University Press, 1899), p. 846.

19 西岡直樹、 『定本　インド花綴り』 （木犀社、 2002 年）、 35 頁。

20 西岡、 前掲書、 39 頁。

21 西岡、 前掲書、 162 頁。

22  ヴィシュヌ神が眠っている期間 「チャートゥルマースヤ」 については、 「北インド ・ ヒンドゥー祭事暦 （２）」、

59 頁を参照。

23 サッティヤ ・ ナーラーヤナ ・ カターについては 「北インド ・ ヒンドゥー祭事暦 （１）」、 99 ～ 100 頁を参照。

24 永ノ尾、 「プラーナ文献が記述する秋の女神の大祭」、 121 ～ 122 頁。

25 永ノ尾、 前掲書、 150 頁。

26 永ノ尾、 前掲書、 136 ～ 137、 150 ～ 151 頁。

27 永ノ尾、 前掲書、 134、 150 頁。

28 宮本、 「バナーラス祭事記をとおして北インドの祝祭空間を解読する」、 219 頁。
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